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一
六
九
○
年
に
来
日
し
た
ド
イ
ツ
人
ケ
ン
ペ
ル
は
オ
ラ
ン
ダ
人

テ
ン
・
ラ
イ
ネ
に
続
い
て
出
島
商
館
で
勤
務
す
る
二
人
目
の
大
卒

の
医
師
で
あ
り
、
通
常
の
床
屋
外
科
医
よ
り
も
は
る
か
に
広
範
な

医
学
指
導
が
で
き
る
知
識
人
で
あ
っ
た
。
ケ
ン
ペ
ル
の
「
日
本
誌
』

か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
彼
は
自
分
の
助
手
今
村
源
右
衛
門
に
オ
ラ

ン
ダ
語
も
医
学
を
も
徹
底
的
に
教
え
た
が
、
今
村
は
西
、
楢
林
な

ど
の
通
詞
と
は
異
な
り
、
そ
の
生
涯
を
通
じ
て
西
洋
医
学
へ
の
関

心
を
示
す
記
述
は
残
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
長
崎
や
江
戸
で
ケ
ン

ペ
ル
と
接
触
し
た
医
師
た
ち
も
、
ケ
ン
ペ
ル
の
「
教
え
」
に
関
す
る

記
録
を
取
っ
た
と
い
う
形
跡
は
な
い
の
で
、
日
本
の
紅
毛
流
医
学

の
発
展
に
は
ケ
ン
ペ
ル
は
何
も
貢
献
で
き
な
か
っ
た
可
能
性
は
高

い
。
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大
英
図
書
館
で
新
た
に
発
見
さ
れ
た
、
ケ

ン
ペ
ル
に
よ
る
灸
所
鑑
の
翻
訳
草
稿
に
つ

い
て

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル

医
学
交
流
の
歴
史
に
お
い
て
は
そ
れ
よ
り
も
日
本
の
鍼
灸
を
西

洋
で
広
め
た
功
績
の
方
が
は
る
か
に
重
要
視
さ
れ
て
き
て
い
る
。

東
洋
医
学
の
「
Ｍ
Ｏ
Ｘ
ａ
」
に
つ
い
て
は
一
六
七
○
年
代
に
バ
タ

ヴ
ィ
ア
の
牧
師
ブ
シ
ョ
フ
が
初
め
て
紹
介
し
、
元
出
島
藺
館
医
テ

ン
・
ラ
イ
ネ
も
関
節
炎
へ
の
お
灸
の
有
効
性
を
詳
細
に
分
析
し
て

い
る
が
、
一
七
一
二
年
に
「
廻
国
奇
観
』
で
発
表
さ
れ
た
ケ
ン
ペ

ル
の
描
写
は
今
村
と
い
う
優
秀
な
通
詞
が
い
た
た
め
か
、
以
前
よ

り
も
体
系
的
で
わ
か
り
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
彼
は
日

本
で
入
手
し
た
「
灸
所
鑑
」
と
い
う
一
枚
の
ビ
ラ
の
全
文
及
び
身

体
上
の
治
療
点
を
示
す
図
（
坊
師
）
を
加
え
て
い
る
。
こ
れ
は
灸
術

に
関
す
る
初
め
て
の
資
料
紹
介
だ
っ
た
。
Ｇ
・
シ
ョ
イ
ヒ
ッ
ァ
ー

は
、
こ
の
記
述
を
、
一
七
二
九
年
に
ケ
ン
ペ
ル
の
『
日
本
誌
』
に

補
遺
と
し
て
加
え
た
。
一
九
世
紀
前
半
ま
で
に
日
本
関
係
の
代
表

的
な
参
考
書
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
の
『
日
本
誌
」
に
よ
っ
て
ケ

ン
ペ
ル
の
「
灸
所
鑑
」
は
さ
ら
に
普
及
し
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
中
の
注

目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
七
一
五
年
ま
で
ケ
ン
ペ
ル
の
書
斎
に
あ
っ
た
「
灸
所
鑑
」
の

原
本
は
そ
の
後
行
方
不
明
に
な
っ
た
。
ま
た
、
日
本
国
内
の
調
査

に
よ
り
そ
れ
と
似
た
資
料
が
出
た
が
、
「
灸
所
鑑
」
の
名
称
を
示
す
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も
の
は
今
日
ま
で
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
に
ロ
ン
ド

ン
の
ケ
ン
ペ
ル
資
料
中
に
発
見
し
た
「
灸
所
鑑
」
の
翻
訳
草
稿
の

意
義
が
大
き
い
。
こ
の
資
料
を
分
析
す
る
と
、
ケ
ン
ペ
ル
の
理
解

上
の
問
題
点
が
見
え
て
く
る
し
、
一
七
一
二
年
に
発
表
さ
れ
た
「
灸

所
鑑
」
の
ラ
テ
ン
語
訳
及
び
そ
れ
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
英

語
、
オ
ラ
ン
ダ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
や
ド
イ
ツ
語
版
の
誤
り
も
確
認

で
き
る
。
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